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 1 
本論文の審査過程における主な改訂点を以下に述べる．  












運動に関する説明を追加した（ 2 章）．  




データに基づいて滑動量を評価する説明を追加した（ 2 章）．  
3 .  予備審査会後の面談  
3 章と 4 章の運動生成法の違いを述べた方が良いという指摘を受け，各章
における運動の適用範囲に関する説明を追加した．具体的には，腹ばい姿勢
における足先可動域に収まる高さの瓦礫路面および脚長未満の段差を対象と





加した（ 2～ 4 章）．  
4 .  公聴会  
3 章と 4 章で述べた運動生成の手法を統合することについてどのような展
望を考えているかを述べるべきという指摘を受け，総合的な考察に関する節
を追加し， 3 章と 4 章で述べた運動生成の特徴や統合の可能性について論じ
る内容を追加した（ 5 章）．  
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